
一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
、
お
よ
び
、
甲
南
大
学
心
理

臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
共
同
で
開
催
さ
れ
た
、
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
活
動
報
告
を
行
う
。

今
年
度
開
催
さ
れ
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、｢

う
り
ぼ
う
く
ら

ぶ｣

、｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

の
二
種
類
で
あ
る
。

二

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
十

二
時
半
に
、
地
域
の
親
子

(

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者)

を
対
象

と
し
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
毎
回
予
約
制
で
あ
り
、
二
〇

一
四
年
は
十
九
回
開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
半
は
、
親
子
で
参
加
で

き
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
手
遊
び
、
季
節
に
合
わ
せ
た
制
作
活
動
や
運
動
を

行
う
。
親
子
が
安
心
で
き
る
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び
を
通
し
て
親
子
の
交

流
を
促
進
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
後
半
の
自
由
遊
び
は
、

子
ど
も
の
自
発
的
、
主
体
的
な
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
二

月
か
ら
三
月
に
実
施
し
た
参
加
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

｢

家
で
は
で

き
な
い
遊
び
、
体
験
が
で
き
る｣

、｢

無
理
が
な
い
進
め
方
な
の
で
、
個
人

の
ペ
ー
ス
が
守
ら
れ
て
良
い｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
は
、

地
域
に
根
づ
い
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
さ
ら
に
発
展
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
。

｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

は
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
、
保
護
者
と
子
ど
も

が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
活
動
で
あ
る
。
子
ど
も
の
グ
ル
ー

プ
が

｢

プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

、
保
護
者
の
グ
ル
ー
プ
が

｢

子
育

て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り｣

と
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
同
じ
日
時
に
同

時
並
行
で
別
々
の
場
所
で
開
催
さ
れ
る
。
全
五
回
の
活
動
を
一
ク
ー
ル
と

し
、
前
期
・
後
期
と
年
間
二
ク
ー
ル
行
う
。
参
加
者
は
各
ク
ー
ル
ご
と
に

募
集
し
、
固
定
し
た
メ
ン
バ
ー
で
一
ク
ー
ル
活
動
す
る
。
前
期
は
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
隔
週
水
曜
日
十
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
の
九
十
分
を
五

回
、
後
期
は
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
同
じ
く
同
時
間
帯
の
隔
週
水
曜

日
で
開
催
さ
れ
た
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三－
一

二
〇
一
四
年
度
前
期

(

第
二
十
四
期)

第
二
十
四
期
は
、
こ
れ
ま
で
以
前
に
も
参
加
の
経
験
の
あ
る
五
組
の
親

子
、
母
親
五
名
と
子
ど
も
六
名
が
参
加
し
た
。
参
加
の
べ
人
数
は
、
保
護

者
二
十
一
名
、
子
ど
も
十
二
名
、
合
計
三
十
三
名
で
あ
っ
た
。
ま
つ
ぼ
っ

く
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
後
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
ス
タ
ッ

フ
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ル
ー
ム
相
談
員
一
名
、
修
了
生
で
本
活

動
の
経
験
者
三
名
が
活
動
の
中
心
を
担
い
、
最
終
回
の
み
修
士
課
程
の
大

学
院
生
三
名
が
加
わ
っ
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。第

一
回：

｢

偏
愛
マ
ッ
プ｣

本
企
画
担
当
の
新
道
が
、
参
加
者
同
志
普

段
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
知
り
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
。
参
加
者
同
士
は
す
で
に
顔
な
じ
み
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
初
め
て
知
っ
た
意
外
な
面
な

ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク｣

本
学
修
了
生
の
甲
斐
暁
子
先
生
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
参
加

者
が
今
こ
こ
で
話
題
に
し
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合

い
の
機
会
が
持
た
れ
た
。

第
三
回：
｢

茶
道
体
験｣

本
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
十
八
号
館
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室
を
使
っ
て
、

茶
道
の
体
験
を
行
っ
た
。

第
四
回：

｢

体
験
・
グ
ル
ー
プ
箱
庭｣

普
段
使
用
し
て
い
る
甲
南
大
学

十
八
号
館
の
教
室
か
ら
、
場
所
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

の
面
接
室
に
移
し
、
新
道
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、

グ
ル
ー
プ
箱
庭
を
実
施
。
参
加
者
に
と
っ
て
初
め
て
箱
庭
を

制
作
す
る
体
験
と
な
っ
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
講
話｣

本
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
い
な
が
ら
参
加
者
の
子

育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

三－

二

二
〇
一
四
年
度
後
期

(

第
二
十
五
期)

第
二
十
五
期
は
、
第
二
十
四
期
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
、
五
組
の
親
子
、
母

親
五
名
と
子
ど
も
五
名
が
参
加
し
た
。
参
加
の
べ
人
数
は
、
保
護
者
十
九

名
、
子
ど
も
十
名
、
合
計
二
十
九
名
で
あ
っ
た
。
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ス
タ
ッ

フ
は
後
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ル
ー
ム
相
談
員
一
名
、
修
了
生
で
本
活
動
の
経
験
者
三

名
で
あ
っ
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
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第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク｣

本
学
修
了
生
の
甲
斐
暁
子
先
生
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
今
回

も
、
今
こ
こ
で
話
題
に
し
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合

い
の
機
会
が
持
た
れ
た
。

第
二
回：

｢

箱
庭
体
験
①｣

前
の
ク
ー
ル
で
行
っ
た
箱
庭
が
好
評
で
あ
っ

た
た
め
、
今
回
は
箱
庭
療
法
さ
な
が
ら
の
箱
庭
制
作
体
験
を

実
施
し
た
。
最
初
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
新
道
か
ら
、
箱

庭
に
つ
い
て
の
簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
や
最
相
葉
月
著

『

セ
ラ

ピ
ス
ト』

(

新
潮
社
刊
、
二
〇
一
四
年)

の
紹
介
を
行
い
、

実
際
の
制
作
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。

第
三
回：

｢

箱
庭
体
験
②｣

前
回
の
続
き
で
、
今
回
は
作
り
手
／
見
守

り
手
の
役
割
を
交
代
し
て
実
施
。
制
作
後
、
箱
庭
を
体
験
し

た
こ
と
の
感
想
を
自
由
に
述
べ
合
っ
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
十
八
号
館
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室
を
使
っ
て
、

茶
道
の
体
験
を
行
っ
た
。
今
回
は
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て

お
茶
を
立
て
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
講
話｣

本
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、｢

甘
え
と
自
立｣

を
テ
ー
マ
に
子
育
て
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

前
期
・
後
期
、
各
全
五
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
参
加
者
か
ら
、
同

じ
立
場
に
あ
る
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
け
る
こ
と

が
自
分
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
今
年
度
は
特
に
前
年
度
か
ら
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ

と
も
、
グ
ル
ー
プ
が
支
え
と
感
じ
ら
れ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

一
方
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し

て
い
た
子
ど
も
は
二
人
で
、
そ
こ
に
と
き
ど
き
他
の
子
が
入
る
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
一
歳
す
ぎ
の
女
児
で
あ
る
。
前
年
度
か
ら
母
親

と
別
れ
る
た
び
に
泣
き
、
今
年
度
も
当
初
は
開
催
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を
泣

い
て
過
ご
し
、
泣
い
て
い
な
い
の
は
泣
き
疲
れ
て
寝
た
と
き
だ
け
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
あ
る
と
き
ふ
と
泣
き
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
の
顔
色
を
う
か
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
余
裕
が
生
ま
れ
て
き

た
の
だ
ろ
う
、
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
と
、
次
の
回
以
降
は
、
母
親
と

別
れ
る
と
き
に
若
干
声
を
上
げ
る
だ
け
に
な
り
、
残
り
の
時
間
を
遊
ん
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
母
親
に
手
を
振
っ
て
別
れ
る

こ
と
が
で
き
、
時
間
中
も
泣
く
こ
と
は
な
く
な
り
、
他
児
と
遊
ぶ
こ
と
も

増
え
て
き
た
。
子
ど
も
の
成
長
が
そ
の
よ
う
に
さ
せ
た
と
い
う
要
因
も
大

き
い
だ
ろ
う
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
か
か
わ
り
、
か
か
わ
り
な
が
ら
の
子
ど
も

の
状
態
の
推
測
も
一
役
買
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
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四

お
わ
り
に

以
上
、
今
年
度
の
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ

た
。来

年
度
も
引
き
続
き
地
域
の
子
育
て
支
援
を
行
う
場
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
地
域
貢
献
の
場
と
し
て
、
各
種
の
活
動
を
続
け
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

(

新
道

賢
一
・
岩
本

沙
耶
佳)
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